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カスケード型複式求心沈降分級装置；ピタクロン®
東京電力㈱、三菱総合研究所宛て提案 240531          
N.Furuno H.Nohara K.Hirano
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崩壊待ちの長期保管

アルプス処理水  等、 
セシウム汚染水

軽水を選択的に電気分解

詰まらない浸透ろ過

遠心分離機,デカンタ等で
各種の核、重水、トリチウム水含有の
粘土鉱物、活性炭ケーキにして 排出

セシウム137等 の重い元素

トリチウム水クラスター懇話会 有志

イオン交換体,吸着剤,活性炭等の添加

精巧な鏡面仕様の壁と底
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設置場所を特定した
パスカルフィターの
濾過面関をS 
槽間の輸送量Q
線速度v=Q/Sを管理し、
治山、治水、利水、
水環境の保全に応用
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一基当たりの
揚程

１０cm程度

重力沈降と求心沈降の相乗効果

冷
却

ウラン235と238の
分級は遠心力と
重力の相乗効果です
液体中のクラスター
等は解砕できない

処理液が流動する
求心力場とでは重力
場との相乗効果で
水素1、２，３含有
クラスターの構成を
解砕再編する機会が
多数にあります



周期律表に基づく化学技術

ウランU235.238は ずば抜けて重い
身近な重い原子 ：鉛207、水銀200、金197,

ウラン235は核分裂して、
アルカリ金属類：セシウム Cs 132、

土類：ストロンチウム Sr 90
ハロゲン ：ヨウ素Ｉ 127  等

いずれも重い
ナトリウムNa 23   塩素35  に比べて

動きにくく、反応が遅く、取り残される

時間がかかる、やっかいもの
⇒温度を上げる化学的基本操作では

間に合わないので
違和感になる

重い元素（U）～～軽い元素（H）
すべての各元素について

最適の反応時間を確保しよう

物理量の重さ、質量さを注目した核図表を併用しよう
核図表が示す重さ順の分別がわかりやすい！、

質量、重さは加速度場での沈降速度ｖ（m/h)に差異が出るので分別は技術課題です.
日常的には、速度をわかりやすい長さD（μｍ）で示すことを提唱し、

パスカルフィルターの通貨面積 S(㎡)を通過する処理速度Q（㎥/h)で決める

ファインクレイの沈降式 v=Q/S          400v=D 2  (例 2μm の時 0.01m/h）
（ストークスの沈降式） 砂礫、素粒子から、コロイド、透明領域にわたって適用可
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核図表 原点付近

宇宙の原子を、その質量重さ順に並べた図表 質量は中性子と陽子で構成されるとする概念
軽水素（プロトン）は中性子と並ぶ質量の原点です

重水素は軽水素の二倍、三重水素は3倍
これらの分別でなく、

原点の軽水素の選択採取を！目指す

プロトンは世の中で最も軽い
軽い事に由来する特徴で分別しよう！
1．浸透ろ過・限外ろ過 2．軽水素水の電気分解



240524

Ｐ ＰＰ Ｐ

軽
水

ろ液を利用詰まらない浸透ろ過で濃縮

トリチウム水クラスター懇話会 有志
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セシウム１３７等の重い元素の濃度

長期間保存で崩壊待ち

Alps処理水等

脱水ケーキにして排出

⑪ ピタクロン®の応用
詰まらない浸透ろ過・UF
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沈降濃縮した
重い液
深層の栄養塩水
の汲み上げ

一基当たり
の揚程
10c程度

特定の
場所から
定水質で
採取

傍証：
深層の栄養塩水の
定量的採取



⑫

トリチウム水クラスター懇話会 有志

⑫ 軽水を電気分解して、重水・三重水（トリチウム水）を濃縮
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平板の積層でなく、円筒型隔膜電極で
軽水素水（軽水）を電気分解解して
重水、トリチウム水を確実に濃縮する

精巧な鏡面仕様の壁と底

加熱加熱電磁場
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量
計Q

ピタクロン®の沈降底域で
充分に脱気した液を
隔膜電極型電解室給液し、
電極で生成した水素分子を
速やかに排除して、
カスケードの上段槽に移し、
気泡を徹底的に採取する。
液抵抗、分極抵抗を軽減し
電気分解コストが下がる。

純正の軽水素ガス資源

水の電気分解は液体の水から
固体陰極で気体の水素、
固体陽極で気体の酸素を得る
化学反応です

軽水の分解反応を加速するに
１．電極に軽水を送る事、
２．電極から気体成分を速や
かに除くことで、円筒型隔膜
電極ユニットが好適です

240524 



底板と側壁を精巧な鏡面仕様にして旋回流の妨げが無いφ１0m以上の巨大な円筒形のタンク①に於いて、

全体を気密状態の連通にしてガス、気体の収支を計測管理し、半減期約12.3年のトリチウム崩壊で
発生するヘリウムに備える。 12.3年=148月=4428日=106,000時間

セシウム137  の半減期30年 262,800時間の課題です

1

パスカルの原理に則り、水面上に延びた圧抜き管、「鼻1」を設けた「パスカルフィルター」②を
経て、既成のポンプで汲み出した液を上下分岐器③を経て、上向き回路からタンク①に接線方向
に噴出して旋回駆動となし、 （方向がずれると遅れるが、多少のずれは構わない）

2

下向き回路④から隣のタンクにタンク⑤に移送して、側壁の接線方向に噴出して旋回駆動とする。
この配管途中に冷却装置を設けて、加温―冷却の交番を成して、水クラスターを構成する組成の
再編を図って同位体分別する。 クラスターは常に組み換えがあり、結合が強固でも解れないわけはない

3

純水の場合大規模の長期運転でもタンクの高さ10mでも送液で隣接のタンクの液面差10 cm程度の揚
程で、これは旋回の減衰を補うものでカスケードの段数が増えるほどに技術課題として増強調整しま
す。被処理液の化学的組成と特性の調整は当該技術におけるビジネス課題で、ここでは割愛します。
これは凝集体、分子の絡み、クラスターの解砕エネルギー相当と考えられて、浪費ではない。
容器を高速回転する遠心分離機では多大の電力が要るのに対比して、運転経費が大幅に小さい。

4

求心沈降分級置:ピタクロン®図面の簡単な説明 240531 詳細は東電㈱あて提案書に記載

数10万時間の課題



上層の軽い成分を、処理面積Sのパスカルフィルター⑦から流量Qで採取し、
線速度ｖ＝Q/Sを管理し、自然流下してタンク①に戻す循環を成す。
設置場所は薄層の旋回流を乱さない鋭意工夫が在り、このノウハウは各界での商機になります。
ファインクレイの沈降式 v=Q/S          400v=D 2  (例 2μm の時 0.01m/h (濁りを認識できる粒度）

トリチウム半減期106,000時間における沈降距離 1万メートル ナノサイズの分子、原子に到底及ばない？？。
ピタクロンにおける旋回流の無限の繰り返しの積算で叶える技術開発をめざします
破堤、氾濫事故を伴う越流方式でない採水方式であり、水利、治水装置にて効果を検証しています。

6

液に含めた雲母,黒鉛微粒子を標識として旋回流を観察すると、円盤状の旋回流は求心力で中心で盛
り上がり、これが上段に波及して旋回し、上段になるほど薄く透明になる分離分別効果が目視で観
察できるので、この領域でピタクロン装置の技術検定とその開発を行います。
沈降式v=Q/S の外挿として、透明な水においてもこの分離効果を果たす装置を作ります。
水深が深い程旋回の段数が増加するので、高さ10ｍ以上の巨大タンクが多数あることは好都合です。

7

上段槽の沈降濃縮液⑧をさらに上段に繋ぐことができて、これを10段、100段の連結が可能であり、
揚程数mの小型ポンプの多数の積み重ねで、アルプス山を超える高さの沈降効果が得らます。

8

旋回の求心沈降と重力沈降の相乗効果で最も濃縮するタンクの底の中心から、パスカルフィルター
経由で吸入した液を元タンクの底の部位で接線方向で噴出して旋回流を加速させます。
この配管過程で⑥に示す加熱手段で加熱すると、まず底部位に限定した旋回流の温度が上昇します。
これが上方向に伝播する過程で軽い成分が上部に移り、これが幾重にも重なって全体が加温します。
この旋回流の伝播、らせん流の経路で剪断力が生まれます。 （剪断力が働かないなら伝播できない）

水分子、原子の特性に同調する電磁場をかけて水クラスター等を解きほぐす工夫を採用できます。

5



理科学的に提起されたトリチウム水を吸着するゼオライト、ベーマイト、特殊な炭素材を給水口
⑨から注入すると、トリチウム水は重い成分として上の段タンクに移行し、下の段タンクは軽水
リッチになると期待します。この可否で吸着剤の機能が検定できて新規開発研究に反映できます。
この希薄化ができた分だけ現行の海水で希釈する放流事業を早く終了できます。

10
核図表の中程位に在るセシウム137に相当するタンク位置⑩からの採取液を遠心分離機で脱水
ケーキにして定量定性的に採取します。 ここで化学的技術の真価が発揮されます。

11

タンク①の右ポンプの分岐回路下方向⑪から得る軽水リッチの水を電気分解して軽水素同位体ガス
を選択的に得られて重水を濃縮でき、これを多数段での繰り返し電気分解を提唱します。
軽水素ガス、濃縮重水のいずれもが化学的に新素材になります。
この軽水の電気分解では、分極抵抗を小さくできる円筒型隔膜電極が分解電圧の低減、電力経費の
削減を叶え、水素ガスの安価な大量提供が実現します。 この詳細は別途記載とします。

12

限外ろ過膜で底域の濃厚液を濃縮して上の段へ送り、濾液を下位段のタンクに送り分離分級を加
速できます。本装置では気泡に起因する目詰まりがなくなり、本来の限外ろ過運転が実現します。
目には見えない気体成分の排除により目詰まりしにくいことが特徴であり、浸透現象における水
素同位体の差異による繊細な挙動が解明されるにつれて重水類の濃縮が加速的に実現します。
現行、各種の膜カートリッジを消耗品とするビジネスは適正に合理化されるでしょう。

この詳細は技術課題であり、ここで割愛します

タンク間の移送の分岐器前で加温し元に戻る回路で冷却すると、温暖交番の剪断力が働くことを
粘土鉱物粒子の解砕で確認できており、水分子クラスターにも作用すると確信します

9
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